
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大隅青少年自然の家 

 

 

準備物 

 音楽ＣＤ（１） ライト（１） トーチ（７） 

 バケツ（２） 衣装（８） チャッカマン（１） 

 ポータブルアンプ（１） マイク（２） 冠等（２） 

 燭台（１） ブルーシート（１）  



 

 

灯火のつどい 隊形 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

営火長、火の巫女、火の守の集合は開始２０分前 

 

開始３分前までに整列するように依頼する。（時間厳守） 

 

  ※ 整列が完了したら、諸注意をして静かに待たせる。 

            ・ 火のもらい方，消し方 

            ・ ローソクの持ち方 など 
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【第１部】 
 

進     行 カセット係 

（合
あい

図
ず

があったら） 

①「きょう一日、私
わたし

たちのことを見
み

守
まも

ってくれた高隈連山の山々

にも、夜
よる

のとばりがおりてきました。今日
き ょ う

のことを思
おも

い出
だ

しなが

ら、私
わたし

たちは、このつどいを始
はじ

めるために営
えい

火
か

をむかえます。」 

 

（少し間
ま

をおいて） 

 

②「それでは、『遠
とお

き山
やま

に日
ひ

は落
お

ちて』をハミングでお願
ねが

いします。」 
                 ＊ハミングが始まったら電気を消す。 

（ハミングのフレーズの「なしおえて」の部
ぶ

分
ぶん

がおわったら） 

 

③「営
えい

火
か

入
にゅう

場
じょう

」 

 

（ハミングがおわりそうになったら） ●●①②③④⑤⑥ 

 

④「続
つづ

いて１番
ばん

を歌
うた

ってください。」 

（歌詞
か し

の案
あん

内
ない

をする） 

 

 

 

 

 

 

 

 

（火
ひ

の巫女
み こ

たちが燭
しょく

台
だい

の前
まえ

に整
せい

列
れつ

したら）  
  

⑤「火
ひ

の巫女
み こ

は営
えい

火
か

長
ちょう

に火
ひ

をおわたしください。」 

 

（営
えい

火
か

長
ちょう

に火
ひ

がわたされたら） 

 

⑥「火
ひ

の守
もり

は営
えい

火
か

長
ちょう

から火
ひ

を受
う

け、燭
しょく

台
だい

をかこんでください。」 

 

（火
ひ

の守
もり

がそれぞれの位
い

置
ち

について燭
しょく

台
だい

をかこんだら） 

 

⑦「では『誓
ちか

いのことば』をおねがいします。」 
           ＊トーチを右手に持ち、手を挙げて誓いの言葉を言う。 

（火
ひ

の守
もり

が『誓
ちか

いのことば』を言
い

いおえたら） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

遠
とお

き山
やま

に 日は落
お

ちて 星
ほし

は空
そら

を ちりばめぬ 

きょうのわざを なしおえて 心
こころ

かろく やすらえば 

風
かぜ

はすずし このゆうべ いざやたのし 
 

まどいせん まどいせん 

①『遠
とお

き山
やま

に日
ひ

は 

落
お

ちて』 

準
じゅん

 備
び

 

スタート 

ストップ 

ストップ 

スタート 

②『 Ｂ Ｇ Ｍ 』 
 

準
じゅん

 備
び

 

＊だんだん小
ちい

さく 

＊だんだん小
ちい

さく 

階段 
＊スロープから入場 

 シートのまわりを一周

してから整列 

巫女  営火長 

① 

② 

③ ④ 

⑤ 

⑥ 

● 

● 

● 

● 



 

⑧「『点
てん

火
か

』火
ひ

の守
もり

は燭
しょく

台
だい

のろうそくに火
ひ

をつけてください」 
 ＊高いところ、遠いところから火をつける。  

（火
ひ

の守
もり

がもとの位
い

置
ち

にもどったら） 

 

⑨「『分
ぶん

化
か

』火
ひ

の守
もり

は火
ひ

を分
わ

けてください」 

 

（一人
ひ と り

に火
ひ

がついたら） 

 

⑩「分
ぶん

化
か

された人
ひと

は、まわりの人
ひと

に火
ひ

を分
わ

けてください。」 

 

（全員に火がついたら） 

 

 

 

 

 

「それでは、営
えい

火
か

長
ちょう

の『はじめのことば』をおねがいします。」 

 

（営
えい

火
か

長
ちょう

が言
い

いおえたら） 

 

⑫「ありがとうございました。では、 ふるさと をみんなで歌
うた

い 

ましょう。」 

 

（歌
か

詞
し

の案
あん

内
ない

をする） 

赤
あか

とんぼ 

 

 

 

 

 

 

 

ふるさと 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

夕
ゆう

焼
や

けこやけの赤
あか

とんぼ おわれてみたのは いつの日
ひ

か 

山
やま

の畑
はたけ

のくわの実
み

を 小
こ

かごにつんだは まぼろしか 

十
じゅう

五
ご

でねえやは よめにゆき お里
さと

のたよりも たえはてた 

夕
ゆう

焼
や

けこやけの赤
あか

とんぼ とまっているよ さおの先
さき

 

うさぎ追
お

いし かの山  こぶなつりし かの川 

ゆめは今もめぐりて  わすれがたき ふるさと 

 いかにいます 父母   つつがなしや 友がき 

  雨に風に つけても  思いいずる ふるさと 

こころざしを はたして  いつの日にか かえらん 

山はあおき ふるさと  水はきよき ふるさと 

スタート 

ストップ 

ストップ 

スタート 

②『 Ｂ Ｇ Ｍ 』 

 

●→ 

●→ 

● 

↓ 

● 

↓ 

←● 

←● 

↑ 

●  

↑ 

● 

  

＊まわれ右をして、正面にい   

る人一人に火をつける 

＊だんだん小
ちい

さく 

④『ふるさと』 

 

準
じゅん

   備
び

 



⑬「さきほど火
ひ

の守
もり

から分
ぶん

化
か

された火
ひ

を全
ぜん

員
いん

消
け

してください。」 
                      ＊営火長、火の守も消す！ 

（燭台
しょくだい

以
い

外
がい

の火
ひ

が消
き

えたら） 

 

⑭「火
ひ

の巫女
み こ

は、営火長
えいかちょう

よりトーチをあずかり退
たい

場
じょう

案
あん

内
ない

をしてく

ださい。」 

 

（火
ひ

の巫女
み こ

たちが退
たい

場
じょう

したら） 

 

⑮「これで第
だい

１部
ぶ

を終
お

わります。トーチはトーチ係
がかり

が集
あつ

めて保
ほ

管
かん

し

てください。」 

 「続
つづ

いて第
だい

２部
ぶ

に移
うつ

りますが、準備
じゅんび

のため、しばらくお待
ま

ちくだ

さい。」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

● 

● 

● 

● 
＊１列に整列し、

シートのまわりを

１周してスロープ

より退場 

スタート 

ストップ 

②『Ｂ Ｇ Ｍ』 

 

準
じゅん

   備
び

 

＊だんだん小
ちい

さく 



【第３部】 
 

進     行 カセット係 

（合
あい

図
ず

があったら）  

①「これより第３部に入ります。」 

 

（少し間
ま

をおいて） 

 

②「営
えい

火
か

入
にゅう

場
じょう

」 

 

（火
ひ

の巫女
み こ

たちが燭
しょく

台
だい

の前
まえ

に整
せい

列
れつ

したら） 

 

③「火
ひ

の巫女
み こ

は、燭台
しょくだい

から採火
さ い か

して営
えい

火
か

長
ちょう

に火
ひ

をおわたしくださ

い。」           ＊１部と同じ 
  

（営
えい

火
か

長
ちょう

に火
ひ

がわたされたら） 

 

④「火
ひ

の守
もり

は営
えい

火
か

長
ちょう

から火
ひ

を受
う

け、燭
しょく

台
だい

をかこんでください。」 

 

（火
ひ

の守
もり

がそれぞれの位
い

置
ち

について燭
しょく

台
だい

をかこんだら） 

 

⑤「火
ひ

の守
もり

は分火
ぶ ん か

してください」 

 

⑥「分
ぶん

化
か

された人
ひと

は、まわりの人
ひと

に火
ひ

を分
わ

けてください。」 

 

（全員に火がついたら） 

 

⑦「それでは、『今日の日はさようなら』をみんなで歌いましょう。」 

 

（歌詞
か し

の案内
あんない

をする。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 

● 

● 

● 

入口 

いつまでも たえることなく ともだちでいよう 

  あすの日
ひ

を ゆめみて きぼうのみちを 

空
そら

をとぶ 鳥
とり

のように じゆうに生きる 

  今日
き ょ う

の日はさようなら また会
あ

う日まで 
 

しんじあう よろこびを たいせつにしよう 

  今日
き ょ う

の日はさようなら また会
あ

う日まで 

             また会
あ

う日まで 

②『Ｂ Ｇ Ｍ』 

 

準
じゅん

   備
び

 

スタート 

ストップ 

③『今日の日は 

さようなら』 

準
じゅん

   備
び

 

スタート 

ストップ 

＊だんだん小
ちい

さく 



 

（ゆっくりとした口調
くちょう

で）                 

⑧「いよいよ、このつどいもおわりに近
ちか

づきました。（あすはお別
わか

れ

です。）しばらく、自分
じ ぶ ん

の手
て

にしている火
ひ

をじっと見
み

つめ、この

大隅
おおすみ

青
せい

少年
しょうねん

自然
し ぜ ん

の家
いえ

で体験
たいけん

したことや、これからの自分
じ ぶ ん

のこと

などを思
おも

いうかべてください。」 

 

（十秒ほど間
ま

をあける。） 

 

⑨「それでは、営火長
えいかちょう

の『おわりのことば』をお願
ねが

いします。」 

 

（営火長
えいかちょう

が言いおえたら） 

 

⑩「ありがとうございました。」 

 

⑪「火
ひ

の守
もり

は燭台
しょくだい

の火を消
け

してください。」 

 

（火の守
もり

がもとの位置
い ち

にもどったら） 

 

⑫「火
ひ

の巫女
み こ

は、営火長
えいかちょう

よりトーチをあずかり退
たい

場
じょう

案
あん

内
ない

をしてく

ださい。」           ＊１部と同じ 

 

（火
ひ

の巫女
み こ

たちが退
たい

場
じょう

したら） 

 

⑬「これで第
だい

３部
ぶ

を終
お

わります。」 

※ 電気をつけてから 

「全員火
ぜんいんひ

を消
け

してください。」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

翌日退所
よくじつたいしょ

 

する団体
だんたい

のみ 

 

● 

○ 

○ ○ 

○ 

● 

○

● 

○ 

● 

＊となりの人にトーチ

をあずける 

②『Ｂ Ｇ Ｍ』 

 

準
じゅん

   備
び

 

スタート 

ストップ 

＊だんだん小
ちい

さく 


